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【手続補正書】
【提出日】平成27年1月30日(2015.1.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互換性を容易化する方法であって、
　アプリケーションに対して互換性を備えたライブラリーオペレーティングシステムを選
択する選択ステップと、
　前記アプリケーションに対して互換性を備えたライブラリーオペレーティングシステム
に、ランタイムで前記アプリケーションを結合する結合ステップを含む、方法であって、
　前記アプリケーションに対して互換性を備えたライブラリーオペレーティングシステム
は、アプリケーションサービスを前記アプリケーションが使用するアドレス空間で実行し
、それ以外のハードウェアサービスとユーザーサービスを実行するホストオペレーティン
グシステムの上で実行されるように構成されていることを特徴とする、方法。
【請求項２】
　前記選択ステップが、前記アプリケーションに対して互換性を備えたライブラリーオペ
レーティングシステムをマニフェストファイルから決定するステップを含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　前記アプリケーションに対して互換性を備えたライブラリーオペレーティングシステム
をマニフェストファイルから決定するステップが、前記アプリケーションに対して互換性
を備えたライブラリーオペレーティングシステムをマニフェストファイルから複数決定す
ることを特徴とする、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記選択ステップが、前記ホストオペレーティングシステムよりも新しいバージョンの
ライブラリーオペレーティングシステムを選択することを特徴とする、請求項１～３のい
ずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記選択ステップが、前記ホストオペレーティングシステムよりも古いバージョンのラ
イブラリーオペレーティングシステムを選択することを特徴とする、請求項１～３のいず
れか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記ホストオペレーティングシステムと１又は複数の前記ライブラリーオペレーティン
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グシステムがパッケージ化されていることを特徴とする、請求項１～５のいずれか一項に
記載の方法。
【請求項７】
　前記ライブラリーオペレーティングシステムを前記ホストオペレーティングシステムの
更新プロセスの一部分として取得するステップを更に含む、請求項１～６のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項８】
　前記ライブラリーオペレーティングシステムを前記ホストオペレーティングシステムの
更新プロセスの一部分として更新するステップを更に含む、請求項１～６のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項９】
　前記ホストオペレーティングシステムの第１のバージョンを第２のバージョンと交換す
るステップと、前記ホストオペレーティングシステムの前記第１のバージョンに結合され
ていた前記アプリケーションを、前記ホストオペレーティングシステムの前記第１のバー
ジョンに対応するライブラリーオペレーティングシステムに結合するステップと、を更に
含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の方法を実行するためのプログラム。
【請求項１１】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の方法を実行するためのプログラムを記録した記録
媒体。
【請求項１２】
　互換性を容易化するシステムであって、
　メモリーに接続され、前記メモリーに格納されたコンピューター実行可能コンポーネン
トを実行するように構成されたプロセッサーを備え、
　前記コンピューター実行可能コンポーネントは、
　アプリケーションに対して互換性を備えたライブラリーオペレーティングシステムを選
択する選択コンポーネントと、
　前記アプリケーションに対して互換性を備えたライブラリーオペレーティングシステム
に、ランタイムで前記アプリケーションを結合する結合コンポーネントを含み、
　前記アプリケーションに対して互換性を備えたライブラリーオペレーティングシステム
は、アプリケーションサービスを前記アプリケーションが使用するアドレス空間で実行し
、それ以外のハードウェアサービスとユーザーサービスを実行するホストオペレーティン
グシステムの上で実行されるように構成されていることを特徴とする、システム。
【請求項１３】
　前記選択コンポーネントが、前記アプリケーションに対して互換性を備えたライブラリ
ーオペレーティングシステムをマニフェストファイルから決定することを特徴とする、請
求項１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記選択コンポーネントが、前記アプリケーションに対して互換性を備えたライブラリ
ーオペレーティングシステムをマニフェストファイルから決定することとは、前記アプリ
ケーションに対して互換性を備えたライブラリーオペレーティングシステムをマニフェス
トファイルから複数決定することである、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記選択コンポーネントが、前記ホストオペレーティングシステムよりも新しいバージ
ョンのライブラリーオペレーティングシステムを選択することを特徴とする、請求項１２
～１４のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記選択コンポーネントが、前記ホストオペレーティングシステムよりも古いバージョ
ンのライブラリーオペレーティングシステムを選択することを特徴とする、請求項１２～
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１４のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記ホストオペレーティングシステムと１又は複数の前記ライブラリーオペレーティン
グシステムがパッケージ化されていることを特徴とする、請求項１２～１６のいずれか一
項に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記ライブラリーオペレーティングシステムを前記ホストオペレーティングシステムの
更新プロセスの一部分として取得する取得コンポーネントを更に含む、請求項１２～１７
のいずれか一項に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記ライブラリーオペレーティングシステムを前記ホストオペレーティングシステムの
更新プロセスの一部分として更新する取得コンポーネントを更に含む、請求項１２～１７
のいずれか一項に記載のシステム。
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